
　第 62回おはら祭に十島村が
参加しました。
　詳しくは＞＞２ページへ
　今月号は議会だよりも掲載さ
れています。
　詳しくは＞＞２０ページへ
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第
62
回
お
は
ら
祭
り

　
本
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
、天
文
館
一
帯
に
て
「
桜
島
・

錦
江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
誕
生
記
念  

第
62
回

お
は
ら
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
去
年
に
引
き
続
き
、島
民・出
身
者
・

職
員
等
合
わ
せ
て
121
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
参
加
者
ら
は
、
当
日
早
朝
か
ら
役
場

会
議
室
に
て
浴
衣
姿
に
着
替
え
、
お
は

ら
節
や
鹿
児
島
ハ
ン
ヤ
節
、
渋
谷
音
頭

に
合
わ
せ
て
、
１
時
間
半
近
く
会
場
を

踊
り
歩
き
ま
し
た
。

　
島
民
の
方
々
も
こ
の
日
の
た
め
に
テ

レ
ビ
会
議
も
使
用
し
て
、
一
生
懸
命
練

習
し
て
来
て
お
り
、
長
時
間
の
踊
り
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
小
雨
模
様
の
天

気
の
中
、「
ト
カ
ラ
」
の
掛
け
声
に
合
わ

せ
て
、
生
き
生
き
と
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
3
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
が
、
前
回
に
引
き
続
き
十
島
村
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

ト
カ
ラ
ふ
る
さ
と
会
が

　
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
3
日
（
日
）
に
鹿
児
島
市
内
で
「
第
5
回
ト
カ
ラ

ふ
る
さ
と
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
5
回
目
の

節
目
の
年
を
迎
え
、「
ト
カ
ラ
は
ひ
と
つ
、
想
い
は
ひ
と
つ
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
昨
年
度
を
上
回
る
総
勢
211
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
最
近
の
ト
カ
ラ
の
各
島
を
撮
影
し
た
写

真
や
港
湾
の
様
子
、
毎
年
好
評
の
カ
レ
ン
ダ
ー
用
の
写
真

で
島
の
様
子
や
、
昔
の
島
の
様
子
を
映
像
で
観
賞
し
、
参

加
者
の
方
々
も
懐
か
し
さ
と
共
に
大
変
興
味
深
げ
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
来
賓
、
村
民
、
出
身
者
等
を
交
え
て
の
懇
親

会
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
八
月
踊
り
、
ト
カ
ラ
黒
潮
音
頭
を

踊
り
、
諏
訪
之
瀬
島
が
歌
詞
に
出
て
く
る
演
歌
の
紹
介
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
友
人
、
知
人
と
の
再
会
で

昔
を
懐
か
し
ん
だ
り
し
て
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
之
島
出
身
者
の
参
加
者
の
中
に
は
、
還
暦
同

窓
会
の
後
に
本
会
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
か
れ
た
方
も
お

り
、
楽
し
く
歓
談
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
は
次
回
に
む
け
て
、「
今
後
も
、
こ
の
会
を
、

島
民
と
出
身
者
と
の
楽
し
く
有
意
義
な
交
流
の
場
と
し
て

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
特
に
村
民
の
方
々
及

び
若
い
世
代
の
出
身
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

 

区分 人数 

村民 ３２名 

ふるさと会員 １５３名 

口之島 ３２名 

中之島 ５４名 

平島 １０名 

諏訪之瀬島 ６名 

悪石島 １７名 

小宝島 ７名 

宝島 １８名 

臥蛇島 ９名 

その他 ２６名 

友好島民他 ５名 

職員 ２１名 

合計 ２１１名 

参加者内訳
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各島で秋の大運動会が開催されました！

　
今
年
も
各
島
で
秋
の
大
運
動
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
各
島
と
も
地
域
が
一
体
と
な

り
、
白
熱
し
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
や

準
備
等
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
応
援
合
戦

や
リ
レ
ー
、
徒
競
走
な
ど
様
々
な
種
目
で
大

活
躍
で
し
た
。

　
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
、
例
年
同
様
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
秋
季
大
運
動
会
。
各
校
と
も
に
地
域
の

熱
気
や
島
の
ま
と
ま
り
を
強
く
感
じ
る
素
晴

ら
し
い
運
動
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

～十島村農林水産祭を

　　　　　　　　開催いたしました！！～
　１０月１９日（土）１２：００から鹿児島市のみなと大通り公園にて十島村農林水
産祭を開催いたしました。
　ヤギ汁、魚のあら汁、焼きトビウオ、マグロステーキの炊き出しや、トカラ特産品
＆島ぐるめコンクール、豪華景品の当たる抽選会などの盛りだくさんの内容で実施し、
来場者数は３００人を超え、特に炊き出しは大好評でした。
　また、トカラ特産品＆島ぐるめコンクールは特産品部門での金賞が越智イサ子さん
( 口之島 ) の「トカラつわぶきの甘納豆」、来場者の人気投票による特別賞が小峰隆生
さん ( 中之島 ) の「しょうこうみかん羊羹」でした。島ぐるめ部門での金賞が肥後ト
ヨエさん ( 口之島 ) の「田芋とたけのこの煮しめ」、特別賞が越智イサ子さん ( 口之島 )
の「田芋ゴマ揚げ団子」でした。
　当日は強風で、来場者不足を心配しましたが、無事、開催時刻には風もおさまり、
来場者の方々は十島村の農林水産物の美味しさを楽しんでいました。

写真提供：各小中学校

口之島

悪石島

小宝島

小宝島

宝島

中之島

平島

口之島

諏訪之瀬島

宝島
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トカラ列島島めぐりマラソンが結んでくれた縁
　平成 25 年 10 月 5 日、トカラ列島島め
ぐりマラソンが結んでくれた縁により、
結婚式をあげることが出来ました。この
ような縁を結んでくださった十島村のみ
なさまに心から感謝申し上げます。
話は平成 23 年の第 5 回トカラ列島島め
ぐりマラソンにまでさかのぼります。私
は、平成 20 ～ 22 年に港の整備を行って
いる国土交通省鹿児島港湾・空港整備事
務所で勤務していたこともあり、トカラ
の島々を巡ることの出来る「第 5 回トカ
ラ列島島めぐりマラソン」に職場の仲間
といっしょに参加をしました。第 4 回大
会が台風で中止になったために、転勤先の下関からのリベンジ参加でした。
マラソンは島の方々の温かい声援を受けながら、多少の船の揺れにも負けず、なんとか
5 島（波浪のため２島は接岸できず）を走り抜け、夜はおいしい料理と地元の方々との
楽しい交流により、翌日すがすがしい気持ちで帰路につきました。ご存じの通り、丸一
日の船の旅ですが、職場のメンバーは焼酎でしっかりできあがり、いっしょに来た友人
は船酔いでダウン中。一人残ってしまった私は島に接岸するたびに出ていた甲板で、東
京から来ていた離島の人の優しさが大好きという一人の男性に会いました。前年大会の
中止やメンバーの不在など様々な偶然が重なったこともありますが、参加者の距離を近
づけさせてくれた島の方々の温かな雰囲気がくださった縁だと思っています。島のみな
さまに心よりお礼申し上げます。

九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会

　
　
　
　
　
会
長
表
彰
を
受
賞

　
柳
沼
勝
江
さ
ん
（
小
宝
島
）
が
、
九
州
社
会

福
祉
協
議
会
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。　

　
柳
沼
さ
ん
は
、
平
成
10
年
か
ら
14
年
に
わ
た

り
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
方
々
の

相
談
相
手
と
な
り
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ

て
現
在
も
な
お
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労
者

　
　
　
　
　
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
教
育
委
員
と
し
て
13
年
７
か
月
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
口
之
島
の

永
田
幸
男
さ
ん
が
，
平
成
25
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
方
教
育
行
政
功
労
者
は
，
地
方
教
育
行
政
に
お
い
て
，
そ
の
功

労
が
特
に
顕
著
な
人
に
文
部
科
学
大
臣
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
，
永
田
氏

は
本
村
教
育
委
員
と
し
て
離
島
・
へ
き
地
と
い
う
条
件
下
に
お
け
る
社
会

教
育
及
び
生
涯
学
習
の
推
進
，
小
・
中
学
校
併
設
校
に
あ
っ
て
の
学
校
教

育
の
充
実
・
振
興
，
教
育
施
設
の
整
備
充
実
，
文
化
財
保
護
・
活
用
に
向
け
，

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
御
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
御
功
績
に
対
す
る
受
彰
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

★永田さんからの
　　　　　喜びのコメント★　
　名誉ある賞をいただき、感謝
しています。十島村教育行政の
ますますの発展を祈念します。

全国食生活改善大会・全国食生活改善推進員協議会大会
　平成25年10月10日、11日に高円宮妃久子さまもご臨席され、鹿児島市民文化ホー
ルで全国食生活改善大会・全国食生活改善推進員協議会大会（日本食生活協会、鹿
児島県など主催）が開催されました。全国各地から 1500 名の食生活改善推進員が
参加し、地域での事例発表等や表彰がされました。六調などの催しもの等もあり活
気のあふれた大会となりました。
　また、鹿児島県の郷土食展示においては、十島村中之島の「田イモの焼餅」を展
示することができました。
　「はじめてみた！」「他のイモでもできるの？」等、反響も大きく十島村の「食」
をアピールする機会となりました。

～私達の健康は私達の手で～ 中之島　田イモの焼き餅
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 子宮がん検診に係る不審な電話にご注意ください 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「大きなヤスデ！」と思ったら、出張所か住民課村民室までご連絡ください。 

 

 
 

ヤンバルトサカヤスデの侵入にご注意ください。 
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子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
11
月
8
日
（
金
）
に
、
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場
に
お
い
て
子
牛
セ

リ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
村
か
ら
は
、
去
勢
12
頭
、
雌
18
頭
の
30
頭
が
出
荷

さ
れ
、
平
均
価
格
は432,133

円
で
前
月
比21,610

円
安
の
取
引
と
な
り
ま
し

た
が
、
全
国
的
な
素
牛
不
足
に
よ
り
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
去
勢
の

最
高
価
格
は
坂
元
裕
幸
さ
ん
の
「
裕
幸
福
２
」
号
で605,000

円
、
雌
の
最
高

価
格
は
川
井
智
子
さ
ん
の
「
こ
な
み
」
号
で489,000

円
で
し
た
。

生産施設整備補助金交付要綱に基づく
                                                          事業の要望調査について

「生産施設整備補助金」とは？
　個人及び地域住民で構成する地域団体又は農林漁業等生産組織、その他団体・個人
が行う事業に要する経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付する制度です。
　また、団体及び組織が行う事業費については 10 万円以上が対象となり、個人が行う
事業については、30 万円以上が対象となります。尚、補助金の限度額は 300 万円です。

交付対象者
①税金その他公共料金等に滞納が無い者。
②村内に住所を有し、農林水産業（加工業含む）を営んでいる個人及び団体で、十島
村漁業協同組合及び農林水産物販売業者並びに市場等に農林水産物（加工品含む）の
出荷実績が複数回ある者。ただし、新規就業者及び既存の農林水産業（加工品含む）
者が経営基盤の安定のため、新たな事業を取組む場合については、その事業に係る農
林水産物（加工品含む）の出荷実績は問わない。
③交付申請時の年齢が満 75 歳未満である者。

対象事業及び機器等

申込方法
　各島出張所に配布してある「生産施設整備事業計画書」を地域振興課宛て、平成 25
年 12 月 16 日（月）までに提出して下さい。

※注意※
①今回申請していただいた事業については、来年度の当初予算にて計上いたしますの
で、事業を行えるようになるのは、平成 26 年 4月 1日以降となります。
②全ての計画書を審査し、優先順位をつけさせていただきますので、「計画書」には事
業内容や事業費、目的や今後の計画等を詳しく記載してください。
③予算の都合上、対象から外れてしまう場合もありますのでご了承ください。

【問い合わせ先】
十島村役場　地域振興課　産業振興室　☎099-222-2101

　各島出張所または、十島村役場地域振興課までにお問い合わせください。

みしま・としま海道フェスタが実施されました！
　11 月 8日～ 11 月 10 日まで、マルヤガーデンズにて、みしま・としま海道フェスタが
実施されました。物販やパネル展、観光案内等を行い、10 日には、ジャンベ体験や鹿児島
大学の長島先生を迎えてのトークイベント等多くの方が訪れ賑わいました。
　口之島産の田芋や中之島の水産加工場からの魚等の食材を利用した食事が、マルヤガー
デンズ内の食堂 3店舗で提供され、田芋コロッケやキンメの煮付け定食は完売のような状
況でした。

　　
川
井
智
子
さ
ん

は
、本
村
に
I
タ
ー

ン
で
入
っ
て
か
ら

今
回
が
初
出
荷
で

最
高
価
格
に
大
変

喜
ん
で
お
り
、「
今

後
も
飼
養
管
理
を

徹
底
し
、
品
質
向

上
を
目
指
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

▲川井智子さんと「こなみ」号
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29 213 7,900  

1213

　　　

十島村インターネット接続サービス「トカラ結ネット」ご利用のみなさまへ
平成 25 年 12 月より使用料金が発生します！！

　平成 22年度から開始された本村ブロードバンドサービス「結ネット」ですが、広報としま 7
月号でもお知らせしました通り、本年度 12 月 1日より、本村住民の方々においては使用料の半
額である 2,000 円、平成 27 年 12 月 1日からは使用料の全額である 4,000 円が月額使用料とし
て請求されます。
　現在、サービスをご利用している方々におきましては、改めてご承知おきくださいますようお
願いします。（ただし、新たに転入された方々については利用開始の月から 3年間は全額免除）

ご不明な点などございましたら、総務課政策推進室までご連絡ください。

中之島水産加工施設の実績等について
　平成２３年１０月、（株）山口水産・十島村漁協・十島村役場の３者間において、本村魚介類
の買上げに係る協定を締結しました。平成２５年１月からは、（株）山口水産が中之島水産加工
施設の指定管理者となり、現在まで住民等から魚介類を買い上げ、急速凍結機等を活用して加工
しています。

具体的な流れ
①魚介類の水揚げ
・中之島住民に限らず、近くの島
の漁師や島外船から買い上げるた
め、交流人口の拡大が期待できま
す。
・今まで市場に出荷できないよう
な規格外の魚などでも買い上げる
ことができます。

②急速凍結機等を活用した加工
・地元住民を雇用し行っているた
め、地元雇用創出の良い機会と
なっています。
・鮮度を保ったまま加工を行うこ
とができます。

③山口水産が買い上げる
・水産加工施設で加工された魚介
類は全て（株）山口水産が買い上
げます。
・買い上げ額については、前年度
の同魚種の市場平均価格を勘案し
毎月決定しますので、魚や漁獲量
に応じて比較的安定した収入を得
ることができます。

④消費者のもとへ届けられる
・鮮度を保ったままの魚介類を提
供できます。
・本村で水揚げされた魚に関して
は、「十島村産」として売り出す
ことにより本村のＰＲもですが、
魚介類の付加価値が高められま
す。

 

 

 

現在までの実績

指定管理者 ( 株 ) 山口水産担当者から一言

担当者：山口 裕平

　2011 年からスタートした宝島の急速凍結事業をきっかけに、十島村にご縁
を頂き、今年１月に中之島水産加工施設の指定管理者として、ここ中之島に
鹿児島市から住民票を移してやって参りました。
　中之島水産加工施設では、シビ、カツオ、ホタ、チビキ、タルメ、ムツ等
を三枚卸にして急速凍結し、鹿児島の山口水産に搬送する、という一連の仕
事を行っています。魚屋でありながら、実は当時三枚卸が出来ませんでした。
が、中之島の島民の皆様に支えられ、気合と根性で習得し、今では出刃包丁
と前掛けが少し板についてきたような気がします。
　3月から 10 月まで約 10 トン以上の魚を仕入れて、生産出来たのも、中之
島を中心とする漁師の皆さん、所属してくださっているパートの皆さん、運
搬を支えてくださっている荷役組合の皆さん、そして十島村役場の皆さんの
心強いバックアップの賜物であります。この場をお借りして、改めて感謝申
し上げます。中之島に寄られた際は、是非施設に遊びに来てください。これ
からも明るく楽しい職場作りを心掛けて、地道に頑張って参ります。

 原料仕入れ重量(kg) 仕入れ金額(円) パート雇用に係る人件費(円) 
4 月~9 月の合計 11,762 6,147,269 555,750 
 

月額使用料金 

本村の住民及び本村の住民が主体とな

って運営している法人 

平成 22 年 12 月 1 日から平成 25 年 11

月 30 日までの期間：全額免除 

平成 25 年 12 月 1 日から平成 27 年 11

月 30 日までの期間：半額免除 

転入の日から1年を経過していない者。

ただし、本村を転出した日から 5 年を経

過していない者は、除く。 

加入の月から 36 月目までの期間： 

全額免除 

加入の月から起算して 37 月目から 60 月ま

での期間：半額免除 
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地震・津波避難訓練
　９月１８日（水）～９月２０日（金）に，諏訪之瀬島以外の６島にて島民・滞在者等の合計４
４４名が参加した地震津波避難訓練が行われました。
この訓練は，各日の 15 時にトカラ列島沖での大規模な地震の発生，及びそれに伴う津波警報 ( 最 
大波高 20m，15 時 40 分到達予想 ) の発表により，住民の皆様の島内避難が必要となった事態を
想定した避難訓練でした。
　当日の訓練は，１５時０４分に行政防災無線により避難指示，同時刻に役場職員より各出張員
に電話連絡を行い，消防分団や自主防災組織により避難誘導及び安否確認を行い，全員の安否が
確認できたら出張員より役場へ報告する流れで行いました。
　１５時４０分到達予想に対し１５時２９分には各島（出張員）から報告があり，津波到達前に
全員避難及び安否を確認することが出来ました。今後も定期的に避難訓練を実施し，今回の訓練
の反省点を改善しより安全な防災体制の確立に向けて努めて参ります。

ご協力ありがとうございました。
１ 目的
（１） 地震・津波の際に落ち着いて、避難することの知識を高める。
（２） 津波時における避難経路を把握し、避難場所を把握する。
（３） 役場職員・出張員・消防団員等の役割分担・情報伝達の流れの確認を行う。
２ 実施概要
（１） 実施日・・・・9月 18 日：口之島，悪石島 /19 日：小宝島，宝島 /20 日：中之島，平島
　　　　　　　　　 ※諏訪之瀬島は 11 月 12 日に火山避難訓練を実施
（２） 想定・・・・・15 時にトカラ列島沖での大規模な地震の発生，及びそれに伴う大津波警報
　　　　　　　　　 ( 最大波高 20m，15 時 40 分到達予想 ) 発令の想定。
（３） 避難場所・・・・各島避難場所
（４） 避難指示・・・・１５時０４分に行政防災無線により避難指示，同時刻に役場職員より出
　　　　　　　　　　 張員に電話連絡。
３ 結果

（１） 訓練の課題等・・・避難行動要支援者の把握体制が適切でなかった。
　　　　　　　　　　　 避難所までの階段がキツイ。
　　　　　　　　　　　 避難所に小屋がないので季節によっては機能しない。
　　　　　　　　　　　 防災無線での放送回数が１回では不足。
　　　　　　　　　　　 避難時に電気，ガス，水道のチェックが不足。

平
成
24
年
度
決
算
財
政
健
全
化
比
率
等
の

　
　
　
　
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す

１
財
政
健
全
化
比
率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）」
に
基
づ
く
、

平
成
24
年
度
決
算
に
お
け
る
十
島
村
の
健

全
化
判
断
比
率
は
、
４
指
標
と
も
適
正
基

準
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
こ
れ
ら
の
判
断
比
率
が
基
準
値

を
超
え
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に

応
じ
計
画
を
策
定
し
、
財
政
の
健
全
化
ま

た
は
財
政
再
建
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政
再

建
団
体
に
な
る
と
税
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

見
直
し
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
村
の
借
金

も
制
限
さ
れ
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
運
営
が
深
刻
化

し
て
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
平
成
23
年

度
は
黒
字
の
た
め
該
当
し
ま
せ
ん
が
、
数

値
化
す
る
と
△
３
．９
３
％（
前
年
度
比
０
．

８
６
％
増
）
と
な
り
ま
す
。

・
連
結
実
績
赤
字
比
率

　
特
別
会
計
や
企
業
会
計
な
ど
全
て
の
会

計（
一
般
会
計
、国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

船
舶
交
通
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
特
別
会

計
）
を
合
算
し
て
、
村
全
体
の
赤
字
の
程

度
を
示
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
は
黒
字
の

た
め
該
当
し
ま
せ
ん
が
、
数
値
化
す
る
と

△
７
．
８
３
％
（
前
年
度
比
３
．
０
８
％

増
）
と
な
り
ま
す
。

・
実
質
公
債
費
比
率

　
一
般
会
計
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
借
入
金
の
返
済
額
や
特
別
会
計
の
元
利

償
還
金
に
関
係
す
る
繰
出
金
な
ど
こ
れ
に

準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
示
し
ま
す
。
数
値

が
大
き
い
ほ
ど
資
金
繰
り
が
悪
化
し
て
い

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
村

の
３
ヵ
年
平
均
は
△
４
．
７
％
（
前
年
度

比
１
．
６
％
増
）
で
、
適
正
基
準
の
範
囲

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
将
来
負
担
比
率

　
借
入
金
や
退
職
手
当
の
支
給
予
定
額
、

特
別
会
計
の
借
入
金
に
関
係
す
る
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
金
な
ど
将
来
的
に
支
出
が

見
込
ま
れ
る
現
時
点
で
の
残
高
を
示
し
ま

す
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
将
来
、
財
政
を

　
す
。
平
成
24
年
度
は
負
数
の
た
め
該
当

し
ま
せ
ん
が
、数
値
化
す
る
と
△
１
２
３
．

０
％
（
前
年
度
比
４
３
．
３
％
増
）
と
な

り
ま
す
。

２
公
営
企
業
の
資
金
不
足
率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律（
財
政
健
全
化
法
）」に
基
づ
く
、

平
成
24
年
度
決
算
に
お
け
る
十
島
村
の
公

営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
は
、
経
営

健
全
化
基
準
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
も
し
、
こ
の
資
金
不
足
比
率
が
基
準
を

超
え
た
場
合
は
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
経
営
の
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
営
健
全
化
団
体
と
な
る
と
利
用
料
金
や

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

・
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
の
料
金
等
の
収
入
の
規
模
に
対

す
る
資
金
不
足
額
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
経
営
状
況
が
深
刻
化

し
て
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
船
舶
交
通
特
別
会
計
、

及
び
簡
易
水
道
特
別
会
計
と
も
に
資
金
不

足
額
は
な
く
、
経
営
健
全
化
基
準
の
範
囲

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成 24年度決算　財政健全化判断比率の状況　

公営企業の資金不足比率の状況　

項　             　目　実質赤字比率　連結実質赤字比率　実質公債費比率　将来負担比率
村     の    数    値　　該当なし　　　　該当なし　　　　  △４．７        　　該当なし
早期健全化基準　 １５．００　　　２０．００　　　　 ２５．０       　 ３５０．０
財 政 再 生 基 準　 ２０．００　　　３５．００　　　　 ３５．０       　 　　－

項　             　目　船舶交通特別会計　簡易水道特別会計
資 金 不 足 比 率　 　  該当なし　　　　 　該当なし　
経営健全化基準　 　　　　　　２０．０

　※地方公共団体の財政の健全化に
関する法律施行令第 17 条第３号（法
非適用企業）の規定により事業の規
模を算定。

14 



し
た
。
特
に
、
I
U 

タ
ー
ン
者
の
増
加
等
の
影
響
で
個
人
住
民
税
の

所
得
割
、
及
び
法
人
税
所
得
割
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
り
村
民
税
が
前
年

度
比
4
9
1
万
9
千 

円
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
及
び
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
減
少
し
て
い
ま
す
。【
表
2
】

地
方
交
付
税
は
12.8
％
の
増
加

　
村
で
最
も
大
き
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
地
方
交
付
税
の
決
算
額
は
、

1
7
億
9
3
1
0
万
1 

千
円
で
前
年
度
比
2
億
3
6
8
万
8
千
円

（
12.8
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
算
定
に
お
い
て
人
口
密

度
の
低
い
市
町
村
に
有
利
な
「
地
域
経
済
・
雇
用
対
策
費
」
が
創
設
さ

れ
て
需
要
額
が
大
き
く
増
加
し
た
結
果
、
普
通
交
付
税
だ
け
で
前
年
度

比
2
億
1
0
7
5
万
円
（
15.5
％
）
増
の
1
5
億
6
9
7
7
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。【
表
2
参
照
】

国
庫
支
出
金
は
２
年
連
続
の
大
幅
増

　
国
庫
支
出
金
の
決
算
額
は
、
8
億
6
5
1
5
万
3
千
円
で
前
年
度
比

2
億
1
2
1
8
万
6
千
円
（
32.5
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
港
湾
建

設
や
道
路
整
備
に
活
用
し
て
い
る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
、
及
び

新
た
に
制
度
化
さ
れ
た
離
島
流
通
効
率
化
対
策
事
業
等
の
増
加
が
影
響

し
て
い
ま
す
。【
表
2
参
照
】

地
方
債
は
31.3
％
の
大
幅
増

　
村
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
の
決
算
額
は
、
3
億
8
6
5
0
万
円
で
前

年
度
比
9
2
1
0
万
円
（
31.3
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
共
事
業

の
増
加
が
要
因
し
て
い
ま
す
が
、
借
入
れ
た
額
は
償
還
し
た
元
金
額
を

下
回
っ
て
い
ま
す
の
で
地
方
債
現
在
高
は
減
少
し
ま
す
。【
表
6
参
照
】

人
件
費
は
微
増

　
人
件
費
の
決
算
額
は
、
3
億
5
6
6
1
万
1 

千
円
で
前
年
度
比

4
0
0
万
8 

千
円
（
1.1
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
給
で
特

別
会
計
か
ら
の
振
替
で
一
般
会
計
負
担
が
1 

名
増
、
及
び
選
挙
に
よ

る
時
間
外
手
当
が
増
加
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
、
前
年
度
比
1
0 

百

万
円
（
7.1
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。【
表
3
参
照
】

普
通
建
設
事
業
費
は
大
幅
増

　
港
湾
や
道
路
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す
る
普
通
建
設
費
の

決
算
額
は
、
1
9
億
6
8
4
0
万
9 

千
円
で
前
年
度
比

3
億
4
9
4
1
万
9 

千
円
（
21.6
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
表
3
参
照
】

補
助
費
等
や
扶
助
費
も
大
幅
増

　
補
助
金
の
交
付
や
保
険
料
、
国
県
償
還
金
等
に
要
し
た
補
助
費
等
の

決
算
額
は
、
1
億
8
5
1
5
万
3 

千
円
で
前
年
度
比
6
1
8
9
万
4 

千
円（
50.2
％
）の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。就
業
者
育
成
事
業
認
定
者
の
増
、

平成24年度
決 算

　平成24年度の決算がまとまり、9月議
会定例会において承認されましたので、村
が昨年度に行った主な事業と一般会計の歳
入・歳出状況についてお知らせいたします。

　
村
の
平
成
24
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
先
に
開
か
れ
た
村
議
会
定
例

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
村
の
歳
入
・
歳
出
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
特
別
会
計
も
含
め
た
歳
入
歳
出
額
お
よ
び
前
年
度
と
の
比
較
に
つ
い

て
は
、
次
の
表
1
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
の
う
ち
、
一
般
会
計
で
は
、
１
億
6
9
0
8
万
5

千
円
を
翌
年
度
繰
越
事
業
の
財
源
と
し
て
繰
越
し
、
３
5
０
０
万
円
を

基
金
に
積
立
て
、
3
3
7
0
万
9
千
円
を
平
成
25
年
度
に
繰
越
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
4
0
億
5
6
9
0

万
円
、
歳
出
総
額
３
8
億
1
9
1
0
万
6
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
2

億
3
7
7
9
万
4
千
円
で
、
こ
れ
か
ら
翌
年
度
（
平
成
25
年
度
）
の
事

業
に
繰
越
す
べ
き
財
源
１
億
6
9
0
8
万
5
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
額
は
6
8
7
0
万
９
千
円
で
、
う
ち
３
5
０
０
万
円
を
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
基
金
に
積
み
立
て
、
3
3
7
0
万
９
千
円
を
平
成

25
年
度
に
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。

３
年
ぶ
り
に
村
税
収
入
が
増
加

　
村
の
基
本
的
な
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
の
決
算
額
は
、
7
7
0
2
万

2 

千
円
で
前
年
度
比
3
8
2
万
9 

千
円
（
5.2
％
）
の
増
加
と
な
り
ま

村
債
の
残
高
は
微
減

　
村
の
借
金
の
残
高
の
決
算
額
は
、
4
9
億
3
3
2
0
万
円
で
前
年
度
比

7
9
7
8
万
5 

千
円
（
1.6
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
出

来
る
だ
け
借
金
を
増
や
さ
な
い
よ
う
発
行
額
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

積
立
金
は
6 

年
連
続
の
増
加

　
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
な
ど
の
財
政
調
整
に
可
能
な
基
金
（
積
立
基
金
）

の
残
高
は
、
2
6
億
2
8
7
0
万
3 

千
円
で
前
年
度
比
5
1
1
1
万
2 

千
円

（
2.0
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
代
替
船
建
造
の
た
め
の
渡
船
基
金
に
1 

億

円
を
積
み
増
し
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。【
表
5
参
照
】

歳　入
40 億 5,690 万

円

自主財源

5億 3,560 万
1 千円

（11.7％）

依存財源 35 億 2,129 万
9 千円

（76.7％）

繰越金　1億 4,166 万 9 千円（3.1％）
繰入金　2億 1,779 万 1 千円（4.7％）
分担金及び負担金　600 万 9千円（0.1％）
寄付金　396 万 6千円（0.1％）
財産収入　1,342 万 6 千円（0.3％）
使用料及び手数料　5,838 万 4 千円（1.3％）
諸収入　1,733 万 4 千円 （0.4％） 
村税　7,702 万 2 千円（1.7％）

地方譲与税　2,436 万 1 千円（0.5％）
利子割交付金　9万 6千円（0.0％）
配当割交付金　5万 7千円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金　1万 3先円（0.0％）
地方消費税交付金　504 万 3千円（1.1％）
自動車取得税交付金　394 万 7千円（0.1％）
地方交付税　17 億 9,310 万 1 千円　（39.0％）

村債 3 億 8,650 万円（8.4％）
県支出金 4 億 4,302 万 8 千円（9.6％）

国庫支出金 8 億 6,515 万 3 千円（18.8％）

歳　出
38 億 1,483 万
5 千円

投資的経費

事務的経費その他の経費
9億 3,801 万
5 千円

（24.6％）

8億 5,693 万
7 千円

（22.5％）

20 億 1,988 万
3 千円

（52.9％）

人件費　3億 5,661 万 1 千円（10.2％）
扶助費　3,991 万 9 千円（1.0％）
公債費　5億 4,148 万 5 千円（14.2％）

普通建設事業費　19 億 6,840 万 9 千円（51.6％)

災害復旧事業費　5,147 万 4 千円 (1.3%)

積立金　2億 1,876 万 8 千円 (5.7%)
繰出金　7,265 万 9 千円 (1.9%)

維持補修費　770 万 9千円 (0.2%)
補助費等　1億 8,515 万 3 千円 (4.9%)
物件費　3億 7,264 万 8 千円 (9.8%)

会 計 名 称　歳 入 決 算 額　歳 出 決算額　歳入歳出差引額
一 般 会 計　4,056,899,622　3,819,105,733　237,793,849
（ 前 年 度 比 ）　    404,098,018　   344,973,100　  59,124,918
　　　　　　　　　　   （11.1%）  　　　 （9.9%）　   　（33.1%）
国民健康保険特別会計　   119,360,710　    111,438,989　    7,921,721
（ 前 年 度 比 ）　      15,013,149　      23,427,275　△8,414,126
　　　　　　　　　  　（14.4%）           　（26.6%）   　（△51.5%）
船舶交通特別会計　    877,914,001　    824,296,197　 53,617,804
（ 前 年 度 比 ）　  △29,629,666　  △23,977,967   △7,651,699
　　　　　　　　　　（△3.3%） 　　　（△2.6%）　  （△12.5%）
介護保険特別会計（事業勘定）　　 69,323,990　      62,911,504  　  6,412,486
（ 前 年 度 比 ）　　△6,732,866　        3,003,619　△9,736,485
　　　　　　　　　　 （△8.9%）　　        （5.0%）   　（△60.3%）
介護保険特別会計（ｻｰﾋﾞｽ勘定）　　       681,218　           681,218                    　0
（ 前 年 度 比 ）　        △387,985　       △387,985　      増減なし
　　　　　　　　　   （△36.3%）　　  （△36.3%）
簡易水道特別会計　       55,281,404　     55,281,404　    　　　   0
（ 前 年 度 比 ）　   △30,662,876     △30,662,876　     増減なし
　　　　　　　　　   （△35.7%）          （△35.7%）
後期高齢者医療特別会計　　　  6,818,061　        6,621,105　      196,956
（ 前 年 度 比）　              435,859　           347,715
　　　　　　　　　　      （6.8%）　　       （5.5%）　　  （81.0%）
合　　　　   計　   5,186,279,006   4,880,336,190   305,942,816
（ 前 年 度 比）　       352,133,633  　318,722,881 　33,410,752
　　　　　　　　　　  　（7.3%）　           （7.0%）　       （12.3%）

▼表 1会計ごとの決算状況（単位：円）

区分　費　　　目　　歳 入 決 算 額　　増減率 (％）  　23 年度　    24 年度 
　　村 税 73,193 77,022              5.2
　　分担金及び負担金     　5,776            6,009  4.0
　　使用料及び手数料 　  57,830          58,384             1.0
　　財 産 収 入 　  15,272          13,426       △12.1
　　寄 附 金         2,257             3,966           75.7
　　繰 入 金　     250,605        217,791       △13.1
　　繰 越 金     149,247        141,669          △5.1
　　諸 収 入　      24,658           17,334       △29.7 
　　【自主財源計】 　578,838        535,601         △7.5
　　地方譲与税　      25,129           24,361          △3.1
　　利子割交付金 　        131                  96        △26.7
　　配当割交付金 　          83                  57        △31.3
　　株式等譲渡所得割交付金 　          13                   13              0.0
　　地方消費税交付金　　    4,988             5,043               1.1
　　自動車取得税交付金 　    3,105              3,947           27.1
　　地方特例交付金 　    5,827                      0     △100.0
　　地方交付税  1,589,413      1,793,101            12.8
　　国庫支出金    652,967          865,153           32.5
　　県 支 出 金     497,908          443,028      △11.0
　　村 債     294,400          386,500           31.3
　　【依存財源計】  3,073,964      3,521,299           14.6
　　合 計  3,652,802      4,056,900         　8.5

▼表２　歳入決算額（対前年度比）
　　　　　　　　　  （単位：千円）

自
主
財
源 

義
務
的
経
費
　
投
資
的
経
費
　
　
　
そ
の
他
経
費

依
存
財
源 

及
び
家
畜
特
別
導
入
型
基
金
国
庫
返
納
金
が
発
生
し
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
ま
す
。
扶
助
費
、
い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
費
の
決
算
額
は
、

3
9
9
1
万
9 

千
円
で
前
年
度
比
1
3
4
0
万
2 

千
円
（
50.5
％
）
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
老
人
福
祉
施
設
及
び
身
体
障
害
者
福
祉
施
設
に

係
る
措
置
費
、
並
び
に
高
齢
者
特
別
乗
船
券
事
業
費
の
増
加
が
影
響
し

て
い
ま
す
。【
表
3
参
照
】

公
債
費
は
微
増

　
村
の
借
金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
の
決
算
額
は
、
5
億
4
1
4
8

万
5 

千
円
で
前
年
度
比
1
6
8
3
万
1 

千
円
（
3.2
％
）
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
の
整
備
事
業
に
要
し
た
元
金
償
還

の
開
始
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
平
成
19 

年
度
以
降
実
施
し
た
繰
上
げ

償
還
の
反
動
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
増
加
し
ま
す
。【
表
3
参
照
】

性 質 区 分　歳 出 決 算 額　　増減率 (％） 　23 年度　24 年度 
　　人 件 費
　　扶 助 費
　　公 債 費
　　小 計
　　普通建設費
　　災害復旧費
　　小 計
　　物 件 費
　　維持補修費
　　補助費等
　　積 立 金
　　繰出し金
　　　小 計
　　合 計

▼表 3　性質別歳出決算額（対前年度比）
                ※地方財政状況調査より （単位：千円）

▼第４表　主な財政指標の村と
県内町村平均比較 ( 単位：％)
財政指標名　　村　　町村平均
財政力指数
（3ヵ年平均）　  0.06　　  0.19

経常収支比率    66.0          88.9
実質公債費比率
（3ヵ年平均）    △4.7          12.5

▼第５表　基金（貯金）の状況

区 　 分　現在高 (千円 )　前年度比　　　　　　　　　　　増減率 (%)
財政調整基金 　   439,000　        1.4
減債基金 　  548,000　　    1.9
特定目的基金    1,641,703　　　2.2
定額運用基金       463,647　　△3.0
合　　　計   3,092,350　　   1.2 

▼第６表　地方債（借金）の状況

区　分　残高 (千円 )　前年度比　前年度比
　　　　　　　　　増減額 (千円 )　増減率 (%)
一般会計   4,933,200      △79,785　△1.6
船舶交通特別会計                      69,593   △62,965　△47.5
簡易水道特別会計                132,590　　4,873　 3.8
合　計  5,135,383　△137,877　△2.6

17 16

356,611
39,919
541,485
938,015
1,968,409
51,474

2,019,883
372,648
7,709

185,153
218,768
72,659
856,937
3,814,835

1.1
50.5
3.2
3.8
21.6
皆増
22.6
△2.1
76.7
50.2
△25.2
△38.5
△6.7
9.9

352,603
26,517
524,654
903,774
1,618,990
28,824

1,647,814
380,591
4,362

123,259
292,351
118,135
918,698
3,470,286
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新
規
採
用
職
員
紹
介
  

　土木交通課
　航路対策室　

山之内　容平

　今年も１０月１日から１２月３１日
まで「町に愛を。胸に羽根を。」をキャッ
チコピーに全国一斉に運動が展開され
ています。また、１２月１日からは「歳
末助けあい運動」もあわせて展開され
ることになっております。
　皆様からお寄せ頂きます募金は、老
人福祉事業や地域のさまざまな福祉事
業のために役立てられます。本運動の
趣旨をご理解いただきご協力方よろし
くお願い申しあげます。

　
初
め
ま
し
て
。
平
成
25
年
10
月
1
日
付
で
、
十

島
村
役
場
土
木
交
通
課
航
路
対
策
室
に
入
職
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
之
内
容
平
と
申
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ご
縁
に
感
謝
し
、
十
島
村
の
住
民
の

方
々
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

11 月は不法投棄防止強化月間です。
〇県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年 11
月を「不法投棄防止強化月間」と定めています。
〇期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール
等を強化しています。
〇不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが、「不法
投棄をしない。させない。見つけたらすぐ電話を」という意識を
持ち、不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。
〇産業廃棄物の不法投棄を発見したら、お近くの地域振興局 ( 支
庁 ) 保健福祉環境部または、県庁廃棄物・リサイクル対策課まで
ご連絡下さい。      電話：099-(286)-3810（サンパイゼロ）
                                  e-mail：sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp

不法投棄防止強化月間
　不法投棄防止ロゴ

　今年で 2 回目となったこの事業に，平成 25 年 7 月末から 8 月末にか
けて，5名の生徒をアメリカ西海岸に派遣しました。派遣生徒の内訳は，
村内在籍の中学生 2 名，以前村内の小中学校に 3 年以上在籍していた中
学生 2名，今年村内中学校を卒業した高校生 1名です。
　今夏のホームステイプログラムでは，派遣生に 3 週間コースと，4 週
間コースのどちらかを選択してもらい，希望のコースでの派遣を行いま
した。
　帰国後，子どもたちの体験記としてまとめられた報告書は，各教育事
務所，各教育委員会，関係機関等へ配布し，本事業の紹介にも役立って
います。派遣生 5 名全員が，とても有意義な体験として捉え，この事業
の目的・趣旨を達成することができたと思われます。これらは，十島村
役場ホームページの教育・文化・スポーツのところで閲覧することがで
きるようになっています。

十島村「海外派遣ホームステイ事業」報告

情報提供：十島村歴史民俗資料館
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十島村の人口・世帯数  平成 25 年 10 月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  63　　    65　　  128　　  81

中　 之　 島  　　80　　    62　　  142　　  88

平  　　　島　　  40　　    25　　　65　　  37

諏訪之瀬島  　　35　　    34　　　69　　  36　　　

悪 　石　 島　　  26　　    30　　　56　　  31

小　 宝 　島  　　25　　    29　　　54　　  29

宝　　　  島　　  66　　    57　　  123　　  73

合  　　　計　　 335　　 302　　 637　　375

村営定期船 フェリーとしま  
平成 25 年 12 月運行予定
※平成 25年 7月 1日より、フェリーとしまは全便名瀬便
での運航となりました。

日　  1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8　 9 　10　11　12　13　14　1　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31

曜 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

予
　
定

便
　
　
区
　
　
分

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

入
　　

　
出

入
　　

　
出

　
　
出

入
　

入
　

入
　
出

　　
　
出

鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま
　　　　　　TEL : 090-3022-4523

28

名
瀬
便 
　
２
泊

入
　

　
　
出

入
　
出

　
　
出

　国際連合は、昭和23（1948）年12月10日に世界人権宣言が採
択されたことを記念し、12月10日を「世界人権デー」と定め、すべ
ての加盟国にこれを記念する行事を実施するよう呼びかけてい
ます。
　日本でも12月4日から10日を「人権週間」と定め、全国的に人
権意識の普及高揚を図るための啓発活動を行っています。
　一人ひとりがお互いの違いを認め、お互いの人権を守ること
がたいせつです。すべての人の人権が尊重されるまちを私たち
みんなで築いていきましょう。

日

曜 日   月   火   水  木   金   土   日   月   火   水   木   金   土   日   月   火  水   木   金   土   日   月   火   水   木  金   土   日   月   火

１   ２   ３   ４  ５   ６   ７   ８   ９   10   11  12  13   14  15  16   17  18   19  20   21  22   23  24   25  26  27   28  29   30   31

入
　

入
　 　

　
出

入
　
出

名
瀬
便

１２月４日から１０日は
　  　人権週間です

「
香
典
返
し
」

　
次
の
方
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

※
(  )

は
寄
付
さ
れ
た
方

山
木
　
よ
し
子
さ
ん

　（
山
木
　
保
さ
ん
）


